
平成２９年度 経済環境部長の目標宣言 

 

部長メッセージ                             経済環境部長  田中 丈司 

 人口減少や少子高齢化の進展に伴い地域経済の衰退が懸念される中、本市の成長・発展を支えてきた地域

産業の活力を維持・向上させていかなければなりません。昨年度は、日本遺産の認定や日向薬師宝城坊本堂

の改修完了、またふるさと納税返礼品における市内農畜産物の魅力発信など、様々な地域資源が注目されま

した。また、広域幹線道路やインターチェンジ、伊勢原駅北口の整備も進んできます。経済環境部は今後のこう

した環境変化に的確に対応し、農業・商業・工業そして観光業と一体となって地域経済のさらなる発展と、豊か

な自然環境・地域資源の保全と活用を図っていきます。平成２９年度事業を進めるに当たり、市内各産業に関

わる事業者、団体、関係機関、そして市民の皆様のニーズや期待に応えられるよう、各施策に取り組んでまいり

ます。 

 

部の主な役割 部を構成する課等 

・農林業の基盤整備及び管理 

・商工業及び観光(日本遺産関連事業を含む）に関する振興施策 

及び調整 

・環境保全及び環境衛生に関する施策及び調整 

農業振興課（農林整備担当）、 

商工観光課、環境対策課、 

環境美化センター 

 

部の取組方針 

１ 

【農林業基盤施設の整備を図ります】 

農道、用排水路等の農業基盤施設の整備を進め、生産性及び農業環境の向上を図るとともに、既存農

業用施設の適切な維持管理を行います。また、林道や作業路等の林業基盤施設の整備を進めるととも

に、施業（枝打ち、除間伐等）の実施により、森林機能の保全に努めます。 

２ 

【商工業及び観光の振興を図ります】 

 市内経済の活性化をめざし、新たな産業用地を見据えた産業集積の促進と商店街活動を支援し、商店

街の活性化及び創業支援を推進します。また、日本遺産認定地として「平成大山講プロジェクト」を推進

し、来街者の増加による地域経済の活性化を図ります。 

３ 

【環境保全に関する啓発活動の充実を図ります】 

 地球温暖化を防止し、低炭素社会の実現をめざし、温室効果ガスの削減や省エネルギーの推進の普及 

啓発に取り組みます。また、庁内の省エネ・省資源・廃棄物の減量化などの取組を推進し、新たな市役所

エコオフィスプランを策定します。 

４ 

【ごみの減量化・資源化を推進します】 

 循環型社会の形成を推進するため、新たに策定した一般廃棄物処理基本計画による施策を着実に実

行し、市民や事業者への普及啓発を図り、ごみの減量化・資源化に取組みます。 

 



具体的な取組と達成目標 
進捗状況 

達成状況 N0 
取 組 名 

（担当課名） 
取 組 内 容  達 成 目 標  

1 

農林業基盤施

設の整備 

 

（農業振興課 

農林整備担当） 

 国県補助事業等を活用し、農

道や用排水路施設を整備しま

す。 

また、水源の森林協力協約

推進事業を活用し、作業道・作

業路網を整備します。 

・下小稲葉地区内基盤整備 

  測量・設計 1,350ｍ 

  用地買収   760 ㎡ 

・大山地区作業路整備 

工事延長   700ｍ 

 

 

2 

商工業の振興 

 

（商工観光課） 

 商業振興計画重点プロジェクト

活動を支援するとともに、いせは

ら創業応援ネットワーク事業を推

進します。 

また、産学官連携によるロボッ

ト産業の普及啓発に取り組みま

す。 

・商業活性化イベント等 

開催数  15 件  

・創業セミナー等開催 3 件 

・ロボット活用事業の実施 

    

 

 

3 

観光の振興 

 

（商工観光課） 

 平成大山講プロジェクト事業や

日本遺産認定補助事業を着実

に実施します。また、日向地区

の地域資源の活用策について

地域住民とともに検討を進めま

す。 

・観光客入込客数 113 万人 

・日向地区観光基礎調査の実

施 

 

 

4 

省エネルギーの

推進 

 

（環境対策課） 

 地域における低炭素社会の実

現をめざし、国が推進する国民

運動「COOL CHOICE」（賢い選

択）の趣旨を踏まえた普及啓発

活動を行います。 

・省エネ推進セミナー及び環

境啓発イベントの実施 

   

 

 

5 

ごみの減量化・

資源化の推進 

 

（環境美化セン

ター） 

 伊勢原市一般廃棄物処理基

本計画に掲げた目標を達成する

ため、新たに剪定枝の資源化事

業に取り組むとともに、出前ミー

ティングや事業者指導を通じ、

分別や生ごみの水切りの徹底な

ど普及啓発を実施します。 

・剪定枝の資源化実施 

・出前ミーティングの開催 

・事業所指導 

 

 

 


